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全国壮丁皆泳必成訓練の実施背景と特徴

大日本体育会の軍事予備教育への関与

村井 友樹1) 李 燦雨2)

Yuki Murai1 and Lee Chanwoo2: The background and features of the implementation of Nationwide

Swimming Training for Conscription Candidates: Introduction to pre-military education of the National

Physical Training Association. Japan J. Phys. Educ. Hlth. Sport Sci. 60: 565575, December, 2015

AbstractThe aim of this study was to clarify the background and features of implementation of the

Nationwide Swimming Training for Conscription Candidates (NSTCC). The tasks of the study were to

elucidate the 1) background, 2) preparation, 3) contents, and 4) results of NSTCC implementation.

The results of this study were as follows:

1) After the outbreak of the Sino-Japanese war, the problem of a lack of swimming ability was ob-

served among soldiers, so municipal governments and the Ministry of Health and Welfare

turned to the STCC as the solution.

2) As the Sino-Japanese war was prolonged, the Ministry of Health and Welfare integrated the

STCC, which had previously been conducted as a separate program, into one implementation

throughout the whole country.

3) After the outbreak of the Paciˆc War, the situation was worsening, and the lack of swimming

ability in ground forces became obvious. To resolve this problem, the Ministry of Health and

Welfare decided on a comprehensive implementation program, which was planned at the be-

ginning of 1943, through the NSTCC.

4) The NSTCC was supported by the Imperial Rule Assistance Association and its neighborhood

associations. Since swimming training on a nationwide scale was not compulsory for all con-

scription candidates, the Imperial Rule Assistance Association mobilized conscription candi-

dates to participate in training through diŠerent propagandas.

5) The National Physical Training Association trained coaches for each prefecture and each im-

plementation district. Most coaches in each implemental district were school teachers.

6) In was recommended that the NSTCC be conducted using swimming pools, but a number of

implementation districts did so in seas, rivers, or lakes.

7) The ˆrst half of the NSTCC was intended to cultivate the ability to ‰oat, on the assumption

that this ability was basic training in order for beginners to master swimming.

8) During the second half of the NSTCC, attaining the technique of sidestroke or breaststroke

was preferred. Each implementation district was able to choose a stroke (sidestroke or

breaststroke).

9) Disciplinary training was highly regarded in the NSTCC.

10) As 95 of all participants were able to swim for more than 10 meters upon completing train-

ing, the NSTCC was judged to have been eŠective in eliminating a lack of swimming ability.
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. は じ め に

日中戦争以降のスポーツは，「自由主義」「国際

主義」が衰退していき，「国家主義」「全体主義」

が色濃く映し出されるようになった（今村，

1970）．このような変化を加速させたのはスポー

ツ界の「国策協力」であった注1)．スポーツ界は

組織の拡大・延命を図るため自発的に「体力行

政」と結び付き「国策協力」団体としての役割を

担うようになったのである（高津，1994）．そし

て，その帰結が「体育翼賛団体」としての大日本

体育会の設立（1942年 4 月）であった注2)．

近年，厚生省による運動施設拡充政策（坂上，

2009，2010），文部省による「重点主義」政策

（鈴木，2012），学生野球の「弾圧」（中村，2008）

などアジア・太平洋戦争期のスポーツに関する研

究が蓄積されてきている．しかし，当時の殆どの

スポーツ団体を取り込んでいた大日本体育会に関

しては，「国策遂行団体」として「軍国主義スポー

ツ」の道を突き進んだ（加賀，1975）という評

価に留まっており，未解明なことが多い．また，

「体育翼賛団体」「国策遂行団体」としての大日本

体育会は，アジア・太平洋戦争期のスポーツ政策

を如実に反映していたと考えられるため，アジ

ア・太平洋戦争期のスポーツ政策を解明するため

にも大日本体育会の実態把握は不可欠である．戦

後70年を迎える2015年，戦時期に対する「歴史

認識」（朝日新聞，2015年 1 月 1 日），「歴史問題」

（読売新聞，2015年 1 月 3 日）への社会的関心が

高まっており，史実に基づいた戦時期研究はス

ポーツ史分野でも求められているであろう．その

ため，スポーツ界の負の遺産と認識されている大

日本体育会注3)を再照射する意義は大きいと考え

る．

以上のような問題意識から本研究では，大日本

体育会の実態把握の端緒として，全国壮丁皆泳必

成訓練の実施背景と特徴を明らかにしたい．徴兵

検査に合格した壮丁注4)を対象とした全国壮丁皆

泳必成訓練は，大政翼賛会と大日本体育会の共同

主催により1943年夏と1944年夏に全国各地で実

施された水泳訓練である．1943年度の大日本体

育会は「戦技訓練」をより重要視しその筆頭に水

泳を掲げている（中村，1993）ことから，全国

壮丁皆泳必成訓練は1943年度における大日本体

育会の主要事業の 1 つであったといえる．

従来，全国壮丁皆泳必成訓練に関する研究は，

中村（2004）のシンポジウム報告に留まってい

る．中村は，日本水上競技連盟を中心として泳ぐ

「技法」とその言説の変遷を分析し，全国壮丁皆

泳必成訓練では戦場において役立つ実戦的・実用

的な泳ぎが求められたことを明らかにした．しか

し，大日本体育会がなぜ「戦技訓練」としての全

国壮丁皆泳必成訓練に関与することになったの

か，そこでは如何なる役割を担っていたのか，ま

た，それは如何なる内容であったのかなど，全国

壮丁皆泳必成訓練の詳細は不明である．

そこで本研究では，大日本体育会機関誌『体育

日本』『全国壮丁皆泳必成訓練実施要綱』『壮丁皆

泳読本』，当時の新聞などを主たる史料として，

全国壮丁皆泳必成訓練の 1) 実施背景，2) 実施

準備，3) 実施内容，4) 実施結果を明らかにす

る．

. 全国壮丁皆泳必成訓練の実施背景

. 壮丁水泳訓練の起こり

1938年夏，京都水上競技連盟は大日本武徳会

遊泳部と協力して，徴兵検査に合格した壮丁を対

象とした水泳訓練（以下「壮丁水泳訓練」）を実

施した．これを端緒として，1939年夏から愛知

県名古屋市，神奈川県横浜市，同川崎市などで壮

丁水泳訓練が散見されるようになった．その多く

は市が主催し，日本水上競技連盟加盟団体と協力

して実施した．例えば，横浜市による壮丁水泳訓

練では，横浜水泳協会が実施内容を考案しその指



567567全国壮丁皆泳必成訓練の実施背景と特徴

導を担当した（白山，1940）．また，同年夏，厚

生省は壮丁水泳訓練を東京府神田区において初め

て実施した（東京朝日新聞，1939年 7 月28日

読売新聞，1939年 7 月28日）．

本来，陸軍兵士には河を泳ぎ切ることができる

泳力が必要であったが，徴兵検査に合格した農漁

村出身の壮丁の多くはその能力を有し（座談会，

1939），また陸軍は入隊後に水泳訓練を行ってい

た（米陸軍省編，1998）．しかし，日中戦争の長

期化に伴い，一定の体格基準を満たした全ての壮

丁が徴集されたことにより，現役兵の素質が低下

した（藤原，1987）．このような状況は海軍にお

いても同様であったと思われる．それにも関わら

ず，陸軍はこれら現役兵に対する水泳訓練を計画

的に行う余裕を失っていた（藤原，1987）．その

ため，日中戦争勃発後に現役兵の泳力問題が少な

からず生じたのである注5)．

従来，徴兵検査に合格した壮丁を対象とした軍

事予備教育は，帝国在郷軍人会が担ってい

た注6)．しかし，日中戦争の勃発により動員され

た日本軍兵士は約93万人に上り，その半数以上

が在郷軍人（予備役，後備役，補充兵）であっ

た．帝国在郷軍人会は，在郷軍人の大量召集によ

り人的資源が減少し，入隊経験がない補充兵に対

する軍事予備教育に追われた．そのため，帝国在

郷軍人会の多くの事業は市町村が担うようになっ

た（藤井，2009）．このように，壮丁水泳訓練は

軍事予備教育の一環として，帝国在郷軍人会に代

わり市や厚生省により試みられるようになったの

である．

一方，上述のように市が主催した壮丁水泳訓練

に，日本水上競技連盟加盟団体が関与していた．

当時の日本水上競技連盟は「国民皆泳」事業を推

し進めていた．そして，この「国民皆泳」事業は

「国民体位」向上が意識されつつも，「世界記録」

を目指した水泳人口の増加策としての側面があっ

た（末弘，1938）．したがって，「国民皆泳」事

業を土台とした水泳人口の増加を図る日本水上競

技連盟と，壮丁水泳訓練を指導する人的資源を保

有していなかった市との利害関係の一致により，

日本水上競技連盟加盟団体が壮丁水泳訓練に関与

したとみられる．

. 厚生省主導の壮丁水泳訓練

日中戦争の長期化するなかで，陸軍は1940年

を岐路とし北進（ソビエト連邦）から南進（東南

アジア）へと政策転換した（川田，2011）．主戦

場を大陸から島々へ移行することになる南進政策

により，陸軍は兵士の泳力をより重要視するよう

になった注7)．そのため，陸軍は徴兵検査に合格

した全ての壮丁が入隊前に水泳訓練を終えてい

ることを強く希望するようになった（白山，

1940）．このような動向を受けて厚生省は，各々

実施されていた壮丁水泳訓練の統合整理に乗り出

し，壮丁水泳訓練を全国各地に普及しようとし

た．同年 7 月，厚生省は，従前の壮丁水泳訓練

の実績を基に「壮丁水泳訓練実施要領」を作成し，

この要領に「指導教範」としての役割を期待した

（厚生省体力局，1940）．一方，日本水上競技連

盟は厚生省が推進する壮丁水泳訓練に全面的に協

力する方針を加盟団体に示すに至った（白山，

1940）．それには「世界記録」を目指したヘルシ

ンキ・オリンピックの中止が少なからず影響した

と考えられる．「世界記録」を目指す機会を喪失

した日本水上競技連盟は，来たる時期に備えるた

めにも「国民皆泳」事業の 1 つとしての壮丁水

泳訓練に本格的に関与するようになったとみられ

る．

. 壮丁水泳訓練の徹底

厚生省の指導により壮丁水泳訓練は年々拡充し

ていったが，それは「大都市」に限られたもので

あった（大日本体育会，1943c）．「大都市」以外

は指導者の確保が困難であったからであると推察

される．また，南進政策に伴うアジア・太平洋戦

争の勃発と転換点となったガダルカナル島をめぐ

る攻防戦における上陸作戦や輸送船の沈没（川

田，2011）などアジア・太平洋戦争の戦況悪化

は，壮丁水泳訓練をさらに全国各地へと徹底させ

る必要性をもたらした．このように，陸軍兵士の

泳力問題が顕著に表れるようになったのである．

そのため，徴兵検査に合格した全ての壮丁に対し
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て入隊前に泳力を養成することが国家の緊急課題

となったのである注8)（角田，1943）．

このような背景において，厚生省が先導してい

た壮丁水泳訓練の更なる徹底を企図し，1943年

初頭に計画されたのが全国壮丁皆泳必成訓練（以

下「壮丁皆泳訓練」）であった．壮丁皆泳訓練は，

大政翼賛会と大日本体育会の共同主催とされた

（大日本体育会，1943a）．1940年10月に設立され

た大政翼賛会は，中央協力会議，道府県協力会

議，市区町村協力会議，そして，最末端としての

町内会・部落会という上意下達の組織体制を構築

していた（雨宮，1999）．すなわち，大政翼賛会

が壮丁皆泳訓練を主催することにより，壮丁皆泳

訓練は全国各地での徹底的な実施が見込まれるよ

うになったのである．なお，当時の日本水上競技

連盟は大日本体育会水泳部会として組み込まれて

いた（日本水泳連盟編，1969）ため，壮丁水泳

訓練に関与していた日本水上競技連盟の役割は大

日本体育会に引き継がれることになったのであ

る．そして，大日本体育会が壮丁皆泳訓練を主催

することで全国各地の指導者養成も徹底させよう

としたと考えられる．

. 全国壮丁皆泳必成訓練の実施準備

. 大政翼賛会による動員

壮丁皆泳訓練は，大政翼賛会と大日本体育会の

共同主催，帝国在郷軍人会の協力，陸軍省，海軍

省，厚生省，文部省の後援により，全国各地約

900ヶ所で実施することが目指された（朝日新聞，

1943年 6 月 1 日）．総合計画の立案，各実施区準

備委員会設置の斡旋，指導者の動員などの壮丁皆

泳訓練の実施準備を担ったのは，各道府県準備委

員会であった．道府県準備委員会は，大政翼賛

会，大日本体育会，帝国在郷軍人会などの各支部

や道府県の代表者から組織され，各大日本体育会

道府県支部に事務所が置かれた（大日本体育会，

1943c）．例えば，山形県準備委員会では，大政

翼賛会山形県支部長（山形県知事）が委員長，同

事務局長及び山形県総務部長が副委員長に就任し

た（山形新聞，1943年 7 月 4 日）．また，壮丁皆

泳訓練の実施を担当する各実施区準備委員会に

は，銃後奉公会や大日本医師会の各支部，新聞社

などが関与することになった（大日本体育会，

1943c）．翼賛体制を活用し全国各地で実施され

た壮丁皆泳訓練は，大政翼賛会とその協力団体に

よって支えられていたのである．

壮丁皆泳訓練の実施方法及び内容は，陸軍省兵

務課，同兵備課，陸軍戸山学校，海軍省教育局，

横須賀海軍砲術学校，厚生省鍛錬課，大日本体育

会水泳部会を中心として練られ，上述の厚生省に

よる「壮丁水泳訓練実施要領」を改訂した形式で

1943年 5 月に「全国壮丁皆泳必成訓練実施要綱」

が作成された（大日本体育会，1943c）．そのた

め，厚生省が先導していた壮丁水泳訓練との継続

性が窺える．また，訓練内容を要訓練者に周知す

るために，大日本体育会は同年 7 月に『壮丁皆

泳読本』を作成した（大日本体育会，1943c）．

壮丁皆泳訓練は「游泳不能者」の絶無と壮丁体

力の増強及び軍事能力の増進を目的とした．その

対象は徴兵検査合格者にして「游泳不能者」であ

った（大日本体育会，1943b）．「游泳不能者」と

は水に全く浮けない者と少しは浮けても10メー

トル以上泳げない者とされ自己申告であった．申

告をすると徴兵官から住居地調査票が渡され，こ

れを記入し提出すると事務局である各大日本体育

会道府県支部に回送される手順であった（朝日新

聞，1943年 4 月20日）．徴兵事務の一部を帝国在

郷軍人会が担っており（猪巻，2004），在郷軍人

が泳力調査に協力し要訓練者に壮丁皆泳訓練への

参加を促す役割を担った（大日本体育会，

1943c）．しかし，自己申告であるが故に要訓練

者が壮丁皆泳訓練へ参加しないという懸念があっ

た注9)．徴兵検査合格者の約 3 割が「游泳不能者」

であると考えられていた（朝日新聞，1943年 6

月 4 日）が，壮丁皆泳訓練への参加は強制力が

なかったのである．それは徴兵検査合格者を実際

に泳がせて「游泳不能者」を判断する余裕さえ当

時の日本軍にはなかったことを物語っている．そ

のため，壮丁皆泳訓練は宣伝に力が入れられた．

大政翼賛会はポスターを作成し全国各地に壮丁皆

泳訓練の実施を宣伝した（大日本体育会，
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表 中央指導者養成講習会における講義（1943年5月)

日 講義内容 講 師

24日 神拝行事 石黒英彦（大政翼賛会錬成部長）

25日

準備委員会及び訓
練会運営に就て

小澤吉太郎
（大日本体育会訓練科長）

訓練会場管理に就
て

白山源三郎
（大日本体育会水泳部会）

修養と修行
鬼束鉄夫

（横須賀海軍砲術学校体育部長）

游泳と実践 大塚政博（陸軍戸山学校教官）

26日

訓練会と医学的注
意

笹島彦次郎
（大日本体育会水泳部会）

体育指導者の理念 中川 淳（厚生事務官）

壮丁皆泳の狙ひ 角田市朗（陸軍省兵務局課員）

27日
必成訓練指導者の
心得べき事項

松澤一鶴
（大日本体育会水泳部会）

〔訓練科（1943）昭和十八年度全国壮丁皆泳必成訓練中

央講習会報告．体育日本，21(7): 8385. より作成〕

図 宣伝ポスター

〔新岩手日報（1943年 7 月 9 日）壮丁皆泳．朝刊

4 面．より〕
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1943c）．大政翼賛会が作成したとみられる図 1

のポスターのように，ポスター，新聞，ラジオ，

回覧板などを通して壮丁皆泳訓練の期日，場所な

どを周知し，要訓練者の参加を奨励した（大日本

体育会，1943c）．例えば，鳥取県では『鳥取県

公報』にて壮丁皆泳訓練の実施を知らせた（教務

課，1943）．このように，大政翼賛会は様々な宣

伝を通して要訓練者を壮丁皆泳訓練に動員しよう

としたのである．

. 大日本体育会による指導者養成

全国各地で壮丁皆泳訓練を実施するためには相

当数の指導者が必要になってくる．そこで，大日

本体育会は壮丁皆泳訓練の推進力となる指導者を

全国各地に約 1 万人養成することを計画した

（朝日新聞，1943年 6 月 1 日）．

第 1 に，大日本体育会は各道府県における代

表指導者を養成する中央指導者養成講習会を

1943年 5 月24日から27日までの 4 日間に亘り開

催した．全国各地から81人が参加した中央指導

者養成講習会では，「全国壮丁皆泳必成訓練実施

要綱」に基づき実習の他に壮丁水泳訓練の運営方

法や指導者としての知識などが講義形式で伝達さ

れた（訓練科，1943）．表 1 のように，これら講

義の講師は「全国壮丁皆泳必成訓練実施要綱」の

作成に参画した大日本体育会水泳部会，陸軍省，

厚生省などの関係者が中心であった．このよう

に，中央指導者養成講習会により壮丁皆泳訓練の

趣旨を代表指導者に周知徹底させたのである（訓

練科，1943）．

第 2 に，各大日本体育会道府県支部は地方指

導者養成講習会を開催した．地方指導者養成講習

会の参加者は壮丁皆泳訓練の各実施区の指導者に

なった．地方指導者養成講習会は中央指導者養

成講習会の参加者が指導を担当した（訓練科，

1943）．これにより壮丁皆泳訓練の趣旨は全国各

地の実施区指導者に周知されるようになったので

ある．また，岩手県における地方指導者養成講習

会（図 2）には国民学校教員66人が参加した（新

岩手日報，1943年 7 月 1 日）ことから，実施区

指導者は主に教員が担ったといえる．表 2 は

1943年 6 月24日までに報告された各道府県に

おける地方指導者養成講習会の予定日程である．

6 月30日から 7 月 2 日までの 3 日間開催された

岩手県における地方指導者養成講習会（新岩手日

報，1943年 7 月 1 日）が，表 2 によると 7 月 1

日から 5 日までの 5 日間開催する予定であるこ

とが報告されており，予定日程と実際には多少ず
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図 岩手県における地方指導者養成講習会

〔新岩手日報（1943年 7 月 1 日）軍事能力増進と

心身の鍛練．朝刊 3 面．より〕

表 地方指導者養成講習会の予定日程表（1943年)

道府県 月 日 会 場

北海道 7 月 710日 小樽市住吉神社々務所

青森 7 月 23 日 青森市合浦公園游泳池

岩手 7 月 15 日 岩手県教育会館及雫石川游泳池

宮城 7 月 810日 仙台市愛宕游泳池

秋田 7 月 79 日 秋田市高清水国民学校游泳池

埼玉 7 月2526日 埼玉県師範学校游泳池

神奈川

7 月14日 逗子開成中学校游泳池

7 月15日
愛甲郡厚木中学校游泳池，小田
原市海岸，小田原市営游泳池

新潟

7 月1314日 新潟市

7 月1516日 長岡市，柏崎市

7 月1718日 新発田町，直江津市，十日町

静岡 6 月2627日
沼津中学校游泳池，中泉農学校
游泳池

石川 7 月1012日 松任町公認游泳池

岐阜 7 月 69 日 岐阜市

愛知 7 月 57 日 知多郡内海町海岸，宝飯郡三谷
町海岸

滋賀 7 月 24 日 犬上郡豊郷青年学校游泳池

京都
6 月2527日 京都市府立第三中学校

7 月 46 日 与謝郡栗田国民学校及栗田海岸

兵庫

6 月2526日 城崎郡竹野村，津名郡江井町

7 月 56 日 加古郡二見町

7 月 79 日 神戸市市民游泳池

7 月 910日 姫高游泳池，甲子園游泳池

奈良 7 月 14 日 三重県度会郡二見浦海岸

岡山 7 月1011日 岡山市鹿田国民学校游泳池

山口
7 月1213日 豊浦郡阿川村

7 月1617日 佐渡郡富海村

宮崎

6 月 911日 宮崎郡青島

6 月2224日 東白杵郡細島

6 月2729日 南那珂郡目井津

〔著者不明（1943）昭和十八年度全国壮丁皆泳必成訓練

指導者養成地方講習会日程表．体育日本，21(7): 36.

より作成〕
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れがあった．一方，各道府県には従来から水泳に

対する関心度の差があり，指導者養成への影響が

懸念されていた（白山，1943a）．表 2 では各道

府県による開催期間や会場数の差がみられ，指導

者養成に対する温度差があった可能性が見受けら

れる．それは大日本体育会水泳部会の白山源三郎

が「水泳報国」として全国各地に散在する水泳関

係者の総動員を促した（白山，1943a）ことから

も窺える．

. 全国壮丁皆泳必成訓練の実施内容

. 実施会場及び時期

壮丁皆泳訓練の会場は，参加者の安全性を考慮

し人工的な水泳場注10)が推奨されていた（大日本

体育会，1943b）．しかし，1932年の時点で東京

府に88面，大阪府に41面，静岡県に35面の水泳

場があったのに対し，青森県，三重県，徳島県は

皆無であった（文部省官房体育課，1934）など，

水泳場の設置数は各道府県によって差が大きかっ

た．このことから，壮丁皆泳訓練を全国各地で実

施するにあたり，道府県によっては水泳場の数が

問題となったと推察される．また，数少ない水泳

場の多くは国民学校などの教育機関に設置されて
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表 全国壮丁皆泳必成訓練の内容

一，前段（二日間）

（一）基本練習（渡渉並に水に沈む練習及開眼，呼

吸練習）

（二）体の各関節の力を抜き，足先迄，楽に伸し浮

く練習

（三）右の体形にて，ばた足練習

（四）右の体形にて，開眼及呼吸練習

（五）手を掻き，ばた足にて進行する練習

二，後段（三日間）

（一）泳法練習

イ，横泳練習

ロ，平泳練習

（二）飛込練習

（三）潜水並に潜行練習

（四）進歩特に著しきものは進度に応じ潜水して沈

下物を拾ひ又は手榴弾の如き物を水上に保持

して運搬せしめ或は相当の重量物を持ち潜行

せしむ

〔大日本体育会（1943b）全国壮丁皆泳必成訓練実施要

綱．大日本体育会．田尾スポーツ文庫所収，芦屋市立

図書館所蔵．より作成〕
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いた注11)．さらに，上述したように主に教員が実

施区指導者を担っていたことから，壮丁皆泳訓練

の実施には文部省の後援が欠かせなかったことが

分かる．

一方，中央指導者養成講習会の講師であった陸

軍省兵務局員の角田市朗は，初心者の基礎教育に

水泳場は有効であると認識しつつも，実戦的な観

点から壮丁皆泳訓練の会場として海が望ましいと

考えていた（角田，1943）．そのため，危険が少

なく指導を阻害しない条件で海，河川，湖なども

壮丁皆泳訓練の会場として選定することが認めら

れていた（大日本体育会，1943b）．表 2 による

と，地方指導者養成講習会を海で開催する予定で

あった道府県が少なくとも 2 割を超え，且つ水

泳場の数も足りなかったことから，実際に壮丁皆

泳訓練を水泳場ではなく海，河川，湖で実施した

実施区は少なくなかったと考えられる．

全国各地すべての実施時期を確認することは困

難であるが，北海道札幌市は1943年 8 月 6 日か

ら（北海道新聞，1943年 8 月 7 日），東京府神田

区及び岩手県盛岡市は 8 月 9 日から（朝日新聞，

1943年 8 月10日新岩手日報，1943年 8 月10

日），神奈川県藤沢市は 8 月13日から（神奈川新

聞，1943年 8 月15日）実施したことから，壮丁

皆泳訓練は主に 8 月上旬から中旬を中心として

実施されたことが窺える．中央指導者養成講習会

が 5 月下旬，地方指導者養成講習会が 6 月下旬

から 7 月上旬，次いで壮丁皆泳訓練が 8 月上旬

から中旬のように，各々約 1 か月間隔で進行し

ていた．また，要訓練者を選定する徴兵検査は 7

月以降に行われ，壮丁皆泳訓練の実施時期はそれ

以後である必要があったのである（朝日新聞，

1943年 3 月30日）．

. 実施内容

壮丁皆泳訓練は 5 日間を以て 1 期とし，毎日 2

時間実施された．東京府神田区での壮丁皆泳訓

練注12)を視察した厚生大臣の小泉親彦は，銃など

の重い装具を身に付けて上陸作戦を決行すること

は生易しいことではないことに言及し，参加者に

壮丁皆泳訓練の重要性を訴えた（朝日新聞，

1943年 8 月10日）．壮丁皆泳訓練は大きな期待が

持たれていたのである．表 3 のように，前半の 2

日間で「呼吸」「浮く」「ばた足」など，後半の 3

日間で「泳法」「飛込」「潜水並に潜行」など，壮

丁皆泳訓練は「全国壮丁皆泳必成訓練実施要綱」

に示された指導教程に従って進められた（大日本

体育会，1943b）．以下，訓練内容の特徴を 3 点

挙げる．

 浮力の養成

初心者の短期訓練としての壮丁皆泳訓練は，前

半の 2 日間では浮力の養成に重点が置かれてい

た（大日本体育会，1943b）．浮力養成の重視は

横須賀海軍砲術学校の水泳訓練からも窺える．横

須賀海軍砲術学校における水泳訓練の第 1 段階

は，初心者が短期間で泳げるようになる基礎を養

成することが見据えられ，水に親しむ素地を培う

ように浮力の養成が指導されていた（横須賀海軍

砲術学校体育部，1943）．このように，浮力の養

成は初心者が短期間で泳げるようになる基礎訓練

であったのである．また，中央指導者養成講習会
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において角田市朗が言及したように，海での遭難

対策のためにも浮力の養成が重視された（角田，

1943）．

 横泳ぎ，平泳ぎの重視

前半の 2 日間で浮力を養成すると，後半の 3

日間で総合泳力が養成された（大日本体育会，

1943b）．当時，多少泳げる者の大多数は，ク

ロールであり他の泳法は泳げなかった（白山，

1940）．しかし，クロールなどの速く泳ぐことに

特徴がある泳法は，「敵方の直視」「指揮官隣兵へ

の視聴」ができないなど軍事に不向きであると考

えられていた（角田，1943）．陸軍は最低限平泳

ぎ又は横泳ぎと，水中を潜行することができるこ

とを兵士に求めた（白山，1943b）．平泳ぎは目

視が容易で持久性に富んでいることから陸軍で最

も重視された泳法で，横泳ぎは水の抵抗が少なく

推進力が大きいことからある程度の速度を必要と

する場合に重宝され平泳ぎに次いで重視された

（大日本体育会，1943c）．そのため，表 3 のよう

に，壮丁皆泳訓練での泳法練習は，クロールでは

なく横泳ぎ又は平泳ぎの修得が優先された．陸軍

では横泳ぎより平泳ぎが重視されていたが，壮丁

皆泳訓練では各実施区によって重視する泳法を選

択することができた．それは各実施区の指導者が

指導できる泳法や伝統流派を考慮したからであ

り，横泳ぎしかできない指導者は平泳ぎよりも横

泳ぎを指導した方が効果を期待できるからであっ

た（斎藤，1944）．

 軍隊式規律訓練

軍事予備教育の役割を担った壮丁皆泳訓練は，

泳力養成のみならず軍隊式の規律訓練を重んじ

た．そのため，壮丁皆泳訓練は指導者の下に部隊

を編成し，団体訓練によって実施することが求め

られた（大日本体育会，1943c）．壮丁皆泳訓練

は「軍事教練」であると見做されていたのである

（朝日新聞，1943年 8 月 1 日）．このような軍隊

式の規律訓練には，上陸作戦や海での遭難などに

おける統率が企図されていた（角田，1943）．

. 全国壮丁皆泳必成訓練の実施結果

約 4 千人の指導者が動員された（斎藤，1944）

ことから，壮丁皆泳訓練は当初の計画（約900か

所での実施，指導者約 1 万人の動員）の 4 割程

度の規模であったと推定される．しかし，白山源

三郎は思いのほか壮丁皆泳訓練の実施が徹底され

ていたことから，所期の効果を得ることができる

と高く評価した（白山，1943b）．壮丁皆泳訓練

は，前半の 2 日間で 9 割が浮力を身に着け，最

終的に横泳ぎ又は平泳ぎで25メートル以上を 6，

7 割，50メートル以上を 2, 3 割が泳げるように

なり，10メートル以下は各実施区において数名

であることが期待されていた（大日本体育会，

1943c）．実際，「游泳不能者」であった参加者の

95が10メートル以上泳げるようになった（健

民局錬成課，1943）ことから，壮丁皆泳訓練の

効果は十分あったといえる．

以上のような1943年の壮丁皆泳訓練の実施準

備及び実施内容は1944年の壮丁皆泳訓練に引き

継がれた（大政翼賛会・大日本体育会，1944）．

1944年の壮丁皆泳訓練は，岩手県盛岡市は 7 月

29日から（新岩手日報，1944年 8 月 2 日），山形

県は 8 月 4 日から（山形新聞，1944年 8 月 6 日）

実施したことが確認でき，その内容は1943年の

壮丁皆泳訓練とほぼ同様であった．しかし，戦況

悪化の影響なのか，1944年の壮丁皆泳訓練で

は，その対象に「産業人」を加える計画が立てら

れ，大日本体育会は指導者のより一層の拡充を図

ることになった（斎藤，1944）．

. お わ り に

本研究の目的は，大日本体育会の実態を解明す

る一端として，大日本体育会が大政翼賛会と共同

主催した「全国壮丁皆泳必成訓練」の実施背景と

特徴を明らかにすることであった．本研究の結果

は以下のようにまとめられる．

1) 日中戦争の勃発後に現役兵の泳力問題が少

なからず生じたことから，帝国在郷軍人会に代わ
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り一部の市や厚生省は，軍事予備教育の一環とし

て壮丁水泳訓練を試みるようになった．

2) 日中戦争の長期化による北進から南進への

政策転換により，陸軍は徴兵検査に合格した全て

の壮丁が入隊前に水泳訓練を終えていることを強

く希望するようになった．このような動向を受け

た厚生省は，各々実施されていた壮丁水泳訓練を

整理統合し，壮丁水泳訓練の全国各地への普及に

乗り出した．

3) アジア・太平洋戦争の勃発とその戦況悪化

により，陸軍兵士の泳力問題が顕著に表れるよう

になった．そのため，「大都市」に限られていた

壮丁水泳訓練の更なる徹底を図るため，1943年

初頭に計画されたのが壮丁皆泳訓練であった．

4) 壮丁皆泳訓練は大政翼賛会とその協力団体

によって支えられ，このような翼賛体制を活用す

ることで全国各地での徹底的な実施が見込まれ

た．また，壮丁皆泳訓練への参加には強制力がな

かったことから，大政翼賛会は様々な宣伝を通し

て要訓練者を壮丁皆泳訓練に動員しようとした．

5) 大日本体育会は中央指導者養成講習会によ

り各道府県の代表指導者を養成した．代表指導者

が各道府県における地方指導者養成講習会の指導

を担当し，実施区指導者を養成した．実施区指導

者は主に教員であった．

6) 壮丁皆泳訓練の会場は水泳場が推奨されて

いたが，水泳場数や実戦的な観点から海，河川，

湖で実施した実施区は少なくなかったと考えられ

る．また，壮丁皆泳訓練は徴兵検査以後の 8 月

上旬から中旬を中心として実施された．

7) 壮丁皆泳訓練の前半は浮力の養成に重点が

置かれた．浮力の養成は初心者が短期間で泳げる

ようになる基礎訓練であり，海での遭難対策のた

めにも重視された．

8) 壮丁皆泳訓練の後半は，陸軍で重視された

横泳ぎ又は平泳ぎの修得が優先された．各実施区

は重視する泳法（横泳ぎか平泳ぎ）を選択するこ

とができた．

9) 壮丁皆泳訓練では泳力養成のみならず，上

陸作戦や海での遭難における統率のため規律訓練

が重んじられた．

10) 「游泳不能者」であった参加者の95が 5

日間の壮丁皆泳訓練を以て10メートル以上泳げ

るようになったことから，壮丁皆泳訓練の効果は

十分あった．

以上のように，壮丁皆泳訓練は軍事に最低限必

要な泳力を習得させるために全国各地で実施され

た軍事予備教育であった．軍事予備教育としての

壮丁皆泳訓練には，陸軍・海軍・帝国在郷軍人会

などの軍関係組織だけではなく，厚生省・文部省

から大政翼賛会や大日本体育会に至るまで多様な

組織が関わっていた．すなわち，壮丁皆泳訓練は

壮丁を戦場へと動員することを前提とした挙国的

な水泳訓練であったのである．

このような壮丁皆泳訓練において，大日本体育

会は実施内容作成や指導者養成などの役割を担っ

たが，それは「国民皆泳」事業を土台とした水泳

人口の増加を図る日本水上競技連盟と，壮丁水泳

訓練を指導する人的資源を保有していなかった市

との利害関係から出発したものであった．大日本

体育会の壮丁皆泳訓練への関与は，スポーツ界の

「国策協力」による負の遺産と捉えることができ

る．一方，壮丁皆泳訓練という「国策」に協力す

ることで，大日本体育会は水泳初心者に対する全

国的指導体制の確立に一定の役割を果たした．そ

のため，大日本体育会が単なる「国策遂行団体」

であったとは一概にはいえない．大日本体育会は

「国策遂行団体」としての活動を通して多少なり

とも実利を得ていたのである．皮肉なことに，壮

丁皆泳訓練により得た実利は，戦後水泳界の活躍

に繋がったと考えられる．

注

注 1) スポーツ界の「国策協力」に関しては木下

（1970），清原（1990, 1992）などの研究がある．

注 2) 高岡（2009）は大日本体育会の設立を以てスポー

ツ界の「翼賛体制＝総動員体制」の完成を意味す

ることを指摘している．大日本体育会の設立過程

に関しては清原（1987），高岡（2009），村井

（2013）を参照されたい．

注 3) 大日本体育協会を改組・改名する形で大日本体

育会は設立された．『日本体育協会五十年史』は，

大日本体育会を大日本体育協会の後身，日本体育
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協会の前身として認識し，その動向や事業などに

関して記述しているが，当時の会長であった東條

英機などを「歴代会長」から排除している（日本

体育協会編，1963）．

注 4) 壮丁とは「夫役または軍役にあたる壮年の男子」

（新村編，1998，p. 1551）のことである．

注 5) 青年男子（15歳から25歳）を対象として1939

年から厚生省が実施した体力章検定にも「水泳」

を加え国防能力を強化することが遅くとも1939年

に計画されていた（厚生省，1939）．陸軍が兵士

に求める「基礎体力」を表したのが体力章検定の

「初級」であった（高岡，2006）ため，体力章検

定に「水泳」を加えようとしたことは，日中戦争

勃発以降に陸軍が兵士の泳力問題を意識し始めた

と考えられる．

注 6) 例えば，若松支部では壮丁に対して「入営ノ心

得」「軍紀風紀及服従」「各兵科ノ性能，兵語」な

どの予備教育を行っていた（猪巻，2004）．

注 7) 例えば，後述する全国壮丁皆泳必成訓練の狙い

として，陸軍省兵務局員の角田市朗は「主要なる

作戦は海軍は勿論のことフィリッピン攻略，マラ

イ作戦等を始めとし悉く海を渡つての作戦であり

ます」（角田，1943，p. 1）と述べている．

注 8) このような動向は体力章検定にも反映され，

1942年に「必須の戦技」として水泳が随意種目と

して加わった（厚生省，1942）．

注 9) 例えば，大日本体育会水泳部会の白山源三郎は

「壮丁の側に於て之（壮丁皆泳訓練引用者）を

受ける意思がなくては実効の挙がらない」（白山，

1943a，p. 35）と述べている．

注10) 史料によっては「游泳地」「水泳プール」が用

いられているが，本研究では水泳場に統一する．

なお，引用に際しては原典のままとする．

注11) 1932年時点で水泳場は426面中309面が教育機

関に設置されていた（文部省官房体育課，1934）．

注12) 東京府神田区で実施された壮丁皆泳訓練の様子

が映像資料（NHK, online）から窺える．
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